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出展題目：

共振器法によるマイクロ波・ミリ波基板材料の評価技術

ウィスパリングギャラリーモード誘電体円板共振器[1]を用いた
ミリ波複素誘電率測定

特徴：一つの試料に対する複素誘電率を、
ミリ波帯の広い周波数範囲にわたり測定できる
試料の面方向と厚み方向に分離して測定できる

図1 WGモード誘電体円板共振器 図2 WGモードの共振応答 図3 WGモードの界強度分布

図4 WGモード誘電体円板共振器 図5 WGモードの共振応答 図6 WGモードの界強度分布

最近では、5G／6G次世代通信システム用ミリ波回路基板の性能評価に取り組んでいます。

図7 ＷＧモード共振器によるFPC基板評価

支持台＋PTFE円板

試料を装荷した場合

(c) 試行実験結果（Q値）
(b) 試行実験結果（共振応答）

(a) 実験装置の構造



円筒空洞共振器法[4][5]による薄形誘電体シートの複素誘電率測定

特徴：TM0ｍ0モードを用いて、一つの試料に対してマイクロ波からミリ波帯
に亘る周波数帯で、複素誘電率を測定できる

平衡型円板共振器法[6][7]による誘電体シート材の
厚み方向複素誘電率測定

特徴：50µm程度の薄形誘電体シートの面方向の複素誘電率を測定できる。
TE111モードを用いることにより、面内異方性の有無を確認できる。
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図10 円筒空洞共振器の構造
TE011モード・TE111モード

図11 TM111モードとの縮退を
防ぐための空洞長可変形共振器

図12 平衡型円板共振器の構造 図13 平衡型円板共振器の測定システム
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特徴：2誘電体共振器法などを用いて、マイクロ波帯における
導体膜表面および界面の実効導電率を測定できる

誘電体円柱共振器法[2][3]による導体膜付き誘電体基板の
実効導電率の測定

図8 2誘電体共振器法で使用する両端短絡形共振器 図9 導体付き誘電体基板で挟んだ
誘電体円柱共振器（解析図）


